


市市民民文文化化会会館館大大ホホーールルでで行行わわれれたた合合併併記記念念式式典典

比比内内総総合合支支所所開開所所式式

平
成
１４
年
４
月
〜
１５
年
２
月

大
館
圏
域
合
併
共
同
研
究
会
開
催
。
（
全
１０
回
）

平
成
１５
年
４
月
〜
７
月

任
意
合
併
協
議
会
設
置
準
備
会
開
催
。
（
全
４
回
）

７
月
１４
日

第
１
回
大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
・
小
坂
町
任
意

合
併
協
議
会
を
設
置
。

７
月
〜
８
月

新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
を
開
催
。
（
全
３
回
）

１２
月
２６
日

第
４
回
任
意
合
併
協
議
会
で
、
比
内
町
と
小
坂
町
の

退
会
が
承
認
さ
れ
る
。

平
成
１６
年
２
月
１７
日

大
館
市
・
田
代
町
の
各
臨
時
議
会
で
、
大
館
市
・
田

代
町
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
議
決
。
大
館
市
・

田
代
町
合
併
協
議
会
設
置
協
議
書
署
名
式
を
挙
行
。

３
月
２
日

第
１
回
大
館
市
・
田
代
町
合
併
協
議
会
を
開
催
。

５
月
２３
日

比
内
町
で
合
併
へ
の
町
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票

新「
大
館
市
」誕
生

特
集
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６
月
２０
日
、大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町

が
合
併
し
、新「
大
館
市
」が
誕
生
し
ま

し
た
。

新新
「「
大大
館館
市市
」」

誕誕
生生
まま
でで
のの
経経
緯緯



有有浦浦小小学学校校ママーーチチンンググババンンドドにによよるるアアトトララククシショョンン

有有浦浦小小学学校校ママーーチチンンググババンンドドにによよるるアアトトララククシショョンン

田田代代総総合合支支所所開開所所式式市市民民歌歌斉斉唱唱（（大大館館第第一一中中学学校校合合唱唱部部））

を
実
施
。
即
日
開
票
の
結
果
、
賛
成
が
過
半
数
。

６
月
８
日

比
内
町
長
・
議
会
議
長
が
、
大
館
市
長
・
議
会
議
長
、

田
代
町
長
・
議
会
議
長
を
訪
問
し
、
大
館
市
・
田
代

町
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を
申
し
入
れ
。

６
月
１１
日

大
館
市
、
比
内
町
及
び
田
代
町
が
「
合
併
協
議
に
関

す
る
協
定
書
」
を
締
結
。

６
月
１８
日

比
内
町
議
会
で
「
大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
合
併

協
議
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

６
月
２３
日
〜
２５
日

大
館
市
議
会
及
び
田
代
町
議
会
で
、
大
館
市
・
田
代

町
合
併
協
議
会
へ
の
比
内
町
の
加
入
に
関
す
る
議
決

を
賛
成
多
数
で
可
決
。

７
月
１
日

比
内
町
が
合
併
協
議
会
へ
加
入
。

１１
月
９
日

秋
田
県
知
事
と
新
市
建
設
計
画
の
作
成
を
本
協
議
。

１１
月
１６
日

秋
田
県
知
事
か
ら
、
新
市
建
設
計
画
の
作
成
へ
異
存

な
き
旨
の
回
答
。

１１
月
２９
日

合
併
協
定
調
印
式
。

１２
月
１５
日

大
館
市
、
比
内
町
及
び
田
代
町
の
各
１２
月
定
例
議
会

で
、
廃
置
分
合（
合
併
）関
連
議
案
を
可
決
。

１２
月
２１
日

大
館
市
長
、
比
内
町
長
及
び
田
代
町
長
が
、
県
知
事

に
対
し
廃
置
分
合
の
申
請
を
行
う
。

平
成
１７
年
３
月
１４
日

秋
田
県
知
事
が
廃
置
分
合
の
決
定
。

４
月
８
日

総
務
大
臣
が
官
報
に
廃
置
分
合
の
告
示
。

６
月
２０
日

新「
大
館
市
」誕
生
。
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合併した３市町共
に、豊かな自然と、
脈々と息づいて来た
歴史と文化がありま
すので、それらを大
事にしながら、自分
たちが誇りに思える
ような新大館市に
なって欲しいと思い
ます。

私たちも、これまで目を向けられること
の少なかった伝説などに注目しているので、
新しい曲が生まれるかもしれません。
大館の良さをどんどん発信していきま

しょう。主役は、市民一人ひとりです。

組織が大きくなって、市民の声が
伝わりにくくなり、それに対する回
答も届きにくくなるようでは本末転
倒。前例踏襲ではなく、市民の協力
を得ながら、時には冒険も必要では。
新市には、そんな人を育てて欲し

いと思います。

時には冒険できる
積 極 性 を

誇りに思える
大館市に

将来に希望が
持てる新市に

修学旅行で東京を訪
れた際に「ふるさと大
館ＰＲ活動」として、
ＪＲ渋谷駅前のハチ公
広場で、地元特産品な
どを紹介するパンフ
レットを配布した、小
林大さん（後列左）、斎

藤絵里捺さん（前列左）、佐藤昌史さん（後列右）、佐藤ゆ
りえさん（前列右）、鈴木大地さん（後列中）（下川沿中学校
３年生）
新大館市に望むことは「安全で平和な街になって欲し

い」（小林大さん）、「保育料を安くするなどの工夫をして、
人口が増えるきっかけが出来ればいいと思う」（斎藤絵里
捺さん）、「豊かな自然を大切にしていきたい」（佐藤昌史
さん）、「外国人が大館を訪れても案内出来るよう、英語
を話せる人が増えたらいいと思う」（佐藤ゆりえさん）、
「お年寄りも気軽にインターネットを使えるように、講
座などを多く開設して欲しい」（鈴木大地さん）

田代町の良いところ
は、自然が豊かなこと。
雄大な自然をそのまま
引き継いでもらえたら
うれしいです。小さな
行政区だから、人と人
とのつながりは、太
かったと思います。
新大館市では、新たなつながりが出来る
ので、不安もありますが、期待も大きいです。
様々な問題はこれから発生すると思います
が、地域のために頑張りたいと思います。

雄大な自然を
新市に引き継ぐ

新「
大
館
市
」誕
生
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五十嵐聖子さん
（田代地区・長坂坂地）

木 村 孝 明さん
（桜町）

三 浦 栄 一さん
（天下町１区）

ダックスムーン
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小笠原 豊さん
（田代地区・赤沼）



最近仲間でバスケッ
トボールチーム「レジ
ェンズ」を結成して練
習に励んでいます。合
併の関係もあって地元
の協会への登録などは
これからですが、今後

は広い大館市の範囲での大会も開かれると
思いますので、楽しみですね。現在は、バ
スケットボール人口が少ないように思いま
すが、ぜひ子供のころからバスケに親しめ
る環境が欲しいです。能代市に負けないよ
うなバスケのまちを作って欲しいですね。

名前は大館市に変わるけれども、
そんなに大きく変わるような感じは
しません。これまでの延長のような
形でみんな仲良くしていければ良い
ですね。娘が大館市に嫁いでいます
が、これからは同じ市になります。
旧比内町扇田地区も、独自のまちづ
くりに頑張って取り組んで欲しいで
すね。

子供のころからバスケに
親しめるまちを

みんなで仲良く新しい大館市を

雇用の場や機会が増えれば、若い
人も増えると思います。若い人に「働
くなら大館」と思ってもらえるまち
になれば。２０年間暮らしてきたこの
まちには愛着があります。都会のま
ねをするのではなく、この豊かな風
土と、純朴な人柄を残したままで、更
に発展していくことを願っています。

愛着のあるまちの更なる発展を

私たちは子育ての
真っ最中ですから、
保育料などがこれか
らどうなるのか気に
なります。なるべく
高くならないように、
安心して子育てが出

来る環境づくりをお願いしたいですね。保
育所や学校も広い範囲で交流出来るように
なるでしょうから、そういう意味では良い
影響もあるのではないでしょうか。将来的
には、子供たちが大きくなったときに、若
者が地元で働いて暮らせるようなまちづく
りをお願いしたいです。

安心して子育てが出来る
まちづくりを

「農業と芸術文化が活気づけば、
新市も活気づく」と考えています。
例えば農業では、誰でもが自由に使
える、農産物加工所などがあれば、
農家がイキイキしてくると思います。
また、芸術文化は、安心して将来に継
承出来るよう支えてもらえれば、全
市民が明るくなってくると思います。

活気づいた、力あふれるまちに
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佐藤友司さん
（田代地区・出口１）

畠 山 祥 子さん
（水門町）

大 坂 シ メさん
（比内地区・横町）

羽 沢 弘 至さん
（比内地区・達子）

菅原ルリ子さん
（比内地区・釣田）
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新
し
い
大
館
市
の
誕
生
を
８
万
５
千
人
の
市
民
の
皆
様
と
共
に
喜

び
た
い
と
存
じ
ま
す
。

１
市
２
町
は
、
古
く
か
ら
隣
町
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
行

政
も
住
民
に
お
い
て
も
、
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
歩
み
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
現
下
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
共
に
手
を
携

え
知
恵
を
出
し
合
い
、
数
多
く
の
重
要
課
題
を
確
実
に
克
服
し
て
い

く
た
め
に
、
合
併
と
い
う
歴
史
的
大
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
新
大
館
市
を
北
東
北
の
拠
点
都
市
と
し
て
建
設
す

る
と
い
う
大
き
な
仕
事
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
本
市
は
、

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
誕
生
や
地
元

企
業
の
事
業
拡
大
、
健
康
産
業
を
始
め
と
し
た
有
望
企
業
の
進
出
な

ど
で
、
雇
用
や
経
済
の
進
展
が
大
き
く
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
者
が
集
う
４
年
制
大
学
の
誕
生
、
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の

順
調
な
推
移
、
中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置
、
そ
し
て
、
樹
海
ド
ー
ム

を
始
め
と
す
る
５
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
な
ど
他
に
誇
れ
る
突
出

し
た
特
性
が
育
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

更
に
、こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、旧
比
内
・
田
代
両
町
の
先
人
に
よ
っ

て
築
き
上
げ
ら
れ
た
、
歴
史
や
伝
統
文
化
、
そ
し
て
、
恵
ま
れ
た
風

土
を
生
か
し
た
す
ば
ら
し
い
産
業
や
豊
か
な
資
源
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
恵
ま
れ
た
新
大
館
市
の
人
、
自
然
、
産
業
の
融
合
の
中
か
ら
、

各
地
域
の
多
彩
な
魅
力
を
存
分
に
生
か
し
て
新
た
な
可
能
性
を
導
き

出
し
、
新
大
館
市
の
皆
さ
ん
が
「
心
か
ら
、
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る

郷
土
」
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
、
そ
の
任
に
当

た
り
ま
す
。
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大
館
市
長

小

畑

元

新しい大館市が ススタターートトししままししたた



大
館
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
新
大
館
市
の
門
出
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
て
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
１４
年
１２
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
合

併
に
関
す
る
議
案
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
２
年
６
カ
月
の
歳
月
を
経

て
、
新
大
館
市
の
誕
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
ど
も
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
合
併
が
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
合
併
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

幾
度
と
な
く
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
議
論
を
重
ね
て

来
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
の
大
き
な
目
標
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
対
応
し
、

将
来
に
お
け
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
る
と
共
に
、
１
市
２
町
の

優
れ
た
産
業
、
文
化
、
歴
史
、
観
光
を
生
か
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
手
を
携
え
て
未
来
の
大
館
市
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
合
併
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
長
年
培
わ
れ
て
き
た

歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
皆
様
の
心

情
を
考
え
ま
す
と
き
、
そ
の
寂
し
さ
は
計
り
知
れ
ず
、
心
中
お
察
し

申
し
上
げ
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
も
、
合
併
に
よ
り
い
さ
さ
か
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
市
民
の
皆

様
が
等
し
く
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

最
大
限
の
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新新ししいい大大館館市市がが スタートしました

大
館
市
議
会
議
長

伊

藤

毅
広報大館２００５．７．１�



計

６５，１５４
１１，７６５
７，７８２
８４，７０１

女

３４，６３８
６，１９９
４，１０１
４４，９３８

男

３０，５１６
５，５６６
３，６８１
３９，７６３

世 帯 数

２４，５１６
３，６９９
２，４７６
３０，６９１

旧 市 町

旧大館市
旧比内町
旧田代町
計

計

９１３．７０km2
旧田代町

３０６．７７km2
旧比内町

２０５．３９km2
旧大館市

４０１．５４km2

新「
大
館
市
」誕
生

特
集

�広報大館２００５．７．１

北緯４０度１６分、東経１４０度３４分

大館の「大」の字を、両翼を広げ
た形に作図し、「館」を「楯」に見
立てて配し、大館の飛躍発展と伸
びゆく郷土を象徴したものです。

平成１７年６月２０日現在の住民基本台帳による合計

◆面積９１３．７０km2

◆位置

◆市章

◆人口８４，７０１人

◆市の花
「キク」

◆市の木
「秋田杉」



「ニホンザリガニ
南限生息地」
北海道に広く分布し
ているニホンザリガニ
は、津軽海峡を越えて
大館に生息していて、
大館より南では確認さ
れていません。

「比内鶏」

「声良鶏」

「芝谷地湿原
植物群落」

「長走風穴
高山植物群落」

◆国指定天然記念物
「秋田犬」
丸みをおびた耳、太い
首、短く引き締まった胴、
くるっとした尾などが
特徴で、性質は鋭敏で勇
ましい反面、主人にはお
となしく忠実です。

姿が美しく、風味は
山鳥に似て淡泊で、そ
の昔、あまりのおいし
さに年貢として納めた
という記録が残ってい
ます。

日本三大長鳴鶏の１
つとして知られ、一声
の長さは１４～１８秒にも
及び、太く低く響きわ
たります。

約７ha の面積を有
する湿原です。ノハナ
ショウブが群生し、モ
ウセンゴケなどの貴重
な湿原植物が生育して
います。

真夏でも約１０℃の冷
気が吹き出し、標高
１，０００ｍ付近でしか観
察することが出来ない
高山植物が群生してい
ます。

広報大館２００５．７．１�

新「
大
館
市
」誕
生

特
集



今
号
よ
り
、
新
た
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
「
あ
っ
て
え
グ
ッ
ド
」
で

す
。
大
館
を
歩
き
回
っ
て
、
皆
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
新
企
画
で
す
。
出
来
る
だ

け
多
く
の
か
た
と
話
を
し
て
、
地
域
の
紹
介
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
回
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
取
材
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
に
せ
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
。
さ
あ
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
あ
れ
こ
れ
考
え
あ
ぐ
ね
た
末
に
、
決

め
た
の
は
真
中
地
区
。
理
由
は
、
新
大
館
市
の
真
ん
中
は
真
中
地
区
？
？
？

で
も
、
ま
っ
い

い
か
ぁ
と
二
井
田
方
面
か
ら
い
ざ
敢
行
。
二
井
田
・
真
中
地
区
は
、
大
館
の
穀
倉
地
帯
と
称
す
る
だ

け
あ
っ
て
、
広
々
と
し
た
田
ん
ぼ
が
気
持
ち
い
い
。
誰
か
に
声
を
掛
け
ね
ば
と
思
っ
て
は
見
て
も
、

真
っ
昼
間
の
田
畑
に
人
影
は
な
し
。
そ
う
だ
よ
ナ
ー
…
と
そ
の
時
、
自
転
車
で
こ
ち
ら
に
来
る
人
あ

り
。
「
こ
ん
に
ち
は
、
市
役
所
の
広
報
担
当
の
者
で
す
が
、
少
し
い
い
で
す
か
？
」。
自
転
車
を
降
り

応
じ
て
く
れ
た
の
は
、
長
崎
ト
シ
さ
ん（
中
台
）。「
写
真
も
撮
る
の
？

イ
ヤ
ー
い
い
格
好
し
て
く
れ

ば
良
か
っ
た（
笑
）」。
長
靴
姿
が
気
に
な
っ
た
み
た
い
。
「
家
の
前
の
下
水
（
側
溝
）
の
流
れ
が
悪
い

の
ヨ
。
直
し
て
欲
し
い
」。
思
わ
ぬ
注
文
に
、
こ
り
ゃ
、
御
用
聞
き
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
ぞ
、
と
今

に
な
っ
て
気
が
付
く
。
で
も
１
人
目
の
取
材
を
終
え
て
ひ
と
安
心
。
ム
ム
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
Ｇ
Ｏ
！

広
い
畑
に
作
業
中
の
人
が
パ
ラ
パ
ラ
４
人
。手
を
休
め
て
気
軽
に
応
じ
て
く
れ
た
の
は
、因
幡
イ
ネ

さ
ん
（
小
坪
川
原
）。
農
作
業
の
経
験
の
な
い
当
方
に
「
カ
ボ
チ
ャ
の
芽
か
き
を
し
て
い
る
の
。

何
本
か
出
て
い
る
つ
る
を
こ
う
し
て
取
っ
て
、１
本
に
す
る
の
。そ
う
す
る
と
い
い
カ
ボ
チ
ャ
が
育
つ

の
よ
」。
そ
れ
に
し
て
も
根
気
の
い
る
作
業
で
は
？

「
カ
ボ
チ
ャ
２
、５
０
０
本
を
や
る
ん
だ
け
ど
、

こ
こ
は
１
、０
０
０
本
ぐ
ら
い
」。
ン
ー
す
ご
い
。

�広報大館２００５．７．１

大
館
市
役
所

☆今回訪ねたのは
「真中・二井田地区」

ＲＲ１１００５５

�

ＲＲ２２８８
５５

��

ＲＲ７７

☆☆
��

比
内
総
合
支
所

田
代
総
合
支
所



二

な
ぎ
さ

井
田
公
民
館
の
近
く
で
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
元
気
印
は
、
南
小
学
校
３
年
生
の
小
林
渚

あ
か
ね

け
ん
と

ち
ゃ
ん
、
安
達
美
貴
ち
ゃ
ん
、
２
年
生
の
小
畑
茜
ち
ゃ
ん
、
安
達
孝
太
く
ん
、
仲
澤
健
人
く

あ
き
ら

ん
、
伊
藤
光
く
ん
、
安
達
優
香
ち
ゃ
ん
た
ち
。
「
ク
ロ
ち
ゃ
ん
、
ク
ロ
ち
ゃ
ん
」
の
追
う
方
向
に

真
っ
黒
な
猫
が
１
匹
。
「
カ
ワ
イ
イ
、
カ
ワ
イ
イ
、
ク
ロ
ち
ゃ
ん
て
言
う
の
よ
」
と
代
わ
る
代
わ

る
抱
き
上
げ
る
が
、
ク
ロ
ち
ゃ
ん
も
慣
れ
た
も
の
で
意
外
に
お
と
な
し
い
。
写
真
を
撮
る
と
き
に

集
ま
っ
て
く
れ
た
７
人
は
、
す
ぐ
に
走
り
回
る
や
ら
、
猫
を
追
う
や
ら
。
「
気
を
つ
け
て
！
」
の

こ
ち
ら
の
声
も
も
ど
か
し
く
、
元
気
印
は
、
て
ん
で
に
雲
散
霧
消
…

真
中
地
区
に
向
か
う
途
中
、
子
供
を
肩
車
し
て
い
る
光
景
が
目
に
。
糸
田
真
紀
さ
ん
（
鉄
砲

あ
い
と

場
）
と
息
子
葵
斗
く
ん
（
２
歳
）。
肩
車
し
て
い
た
の
は
、
真
紀
さ
ん
の
姉
の
小
畑
美
由
紀

さ
ん（
四
羽
出
）の
方
で
し
た
。
「
実
家
に
来
て
た
ん
で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
ん
だ
よ

あ
い
と

ね
ー
」
と
真
紀
さ
ん
。で
も
人
見
知
り
を
し
ち
ゃ
っ
た
の
か
、も
じ
も
じ
す
る
葵
斗
く
ん
で
し
た
。

ク
ル
マ
は
一
路
、
赤
石
町
内
へ
。
家
の
前
で
何
や
ら
く
わ
を
振
っ
て
い
る
２
人
を
発
見
。

石
戸
谷
勉
さ
ん
と
レ
イ
さ
ん
の
ご
夫
婦
。
勉
さ
ん
は
８０
歳
、

レ
イ
さ
ん
は
７４
歳
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
元
気
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
「
花
壇
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
」
と
話
す
が
、
そ
れ
と
は
別

に
、
そ
こ
こ
こ
に
見
事
な
サ
ツ
キ
な
ど
数
鉢
が
。

「
親
類
の
者
が
鉢
を
持
っ
て
来
る
ん
だ
」と

勉
さ
ん
。ウ
ム
。こ
れ
は
盆
栽
の
鉄
人
と
見

た
。「
農
家
だ
が
、田
ん
ぼ
は
人
に
お
願
い

し
て
い
る
。畑
は
、自
分
た
ち
で
食
べ
る
分

ぐ
ら
い
。
近
所
で
お
互
い
分
け
合
う
し
な
」。
お
２
人
は
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
の
石
戸
谷
さ
ん
夫
婦
か
ら
、
次
回
へ
の
後
押
し
を
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
次
回
も
あ
っ
て
え
グ
ッ
ド
！

（Ｈ１７．６．２０現在）

１４人

「あってえグッド」は、
歩いて行くの方言「あっ
てえぐ」と会って良かっ
た（グッド）を掛け合わ
せもじったものです。

８４，７０１人

広報大館２００５．７．１

これまでの
登場者数

�
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石田ローズガーデン（故 石田博英氏の庭
先）で、恒例の大館バラまつりの開会式が行
われました。同ガーデンは、多品種のバラが
植栽されているサンプルガーデンとして知ら
れています。期間中はコンテストも行われ、
市内はもちろん県外からも観光客
が訪れ、バラまつりは今年も盛況
でした。

全国をキャラバンカーで巡って、子供たちに絵
本の読み聞かせや、紙芝居を上演している「全国
訪問おはなし隊」が、中央図書館と有浦小学校を
訪れました。話し手の上手な読み聞かせに、子供
たちは、目を輝かせて、絵本や紙芝居に
見入っていました。またお話をしてね。

�広報大館２００５．７．１

ね
え
、そ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

読読

比内町閉町式（６月１９日）
役場庁舎前で行われた閉町式には、行
政や議会関係者、町民ら約２００人が参列し、
町の足跡を振り返りながら町旗を降納し
ました。比内町では、今年３月に実質的
な閉町イベントとして町制施行５０周年記
念事業を行っているため、今回の式典は
シンプルに、しめやかに行われました。
式辞で佐藤町長は「合併の道を選択した
町民の勇気ある判断に感謝している。今
後は、比内の良さを守り育てながら、新
大館市の発展のためにも努めていきた
い」と述べました。
たくさんの思い出を胸に全員で町民歌
を斉唱し、最後に降納された町旗が、４
人の職員代表から佐藤町長と渡辺議長に
手渡され、ゆっくりと折り畳
んで、町の歴史に幕を下ろし
ました。 幕幕

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊（
６
月
８
日
）

５０年の歴史に幕

PHOTO NEWS

７００

６００
約

種

本
の
サ
ン
プ
ル
ガ
ー
デ
ン

彩彩

大
館
バ
ラ
ま
つ
り（
６
月
１１
日
）
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昭
和
４７
年
７
月
、
大
館
市
、
比
内

町
、
田
代
町
の
１
市
２
町
で
結
成
し

た
大
館
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
、

合
併
に
伴
い
、
解
散
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
消
防
や
救

急
、
ご
み
や
し
尿
の
処
理
、
介
護
保

険
認
定
審
査
会
な
ど
、
多
く
の
事
務

事
業
を
一
緒
に
な
っ
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
合
併
の
礎
と
も
言
え
る
同
組

合
も
、
そ
の
役
目
を
終

え
、
新
「
大
館
市
」
へ

引
き
継
ぎ
ま
す
。

来賓と町職員合わせて約
４００人で、田代町最後のセレ
モニーを行いました。式典
で吉田町長は「４９年の歴史
のある田代町に幕を引くこ
とは、一抹のさみしさはあ
りますが、ふるさと田代は
私たちをいつまでも見守っ
てくれるでしょう」と式辞
を述べました。町旗降納で
は、参列者の脳裏に、様々
な思い出がよぎり、会場内

お え つ

のあちこちから、嗚咽が漏
れ、田代町の閉町にふさわ

しい感動的な
式典となりま
した。

恒
例
の
田
代
名
産
『
た
け
の
こ
祭

り
』
が
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
の
多
目

的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
準
備
量
は
、
鍋
用
５
０
０

�
、
販
売
用
６
０
０
�
。
生
タ
ケ
ノ

コ
販
売
は
、

正
午
か
ら
の

販
売
開
始
に

午
前
１０
時
か

ら
行
列
が
出

来
る
、
ま
さ

に
祭
り
の
メ

イ
ン
。
開
始

１５
分
で
完
売

し
、
大
盛
況

で
し
た
。

新築された樹海体育館で、第２９回大館地区ミニ
バスケットボール大会が開催されました。大会に
先立ち、樹海体育館の竣工式が、関係者や来賓な
ど約１００人の出席のもと、厳粛に行われました。こ
けら落としとなった同大会では、選手たちの真剣
なプレーに、応援席からは拍手と声援が飛び交っ
ていました。この樹海体育館は、１９年の秋田わか
杉国体の会場として使用される予定で、
トレーニングルームも備え、個人やグ
ループでの使用も可能です。

最
高
の
天
気
に
人
出
は
６
、０
０
０
人

穫穫

発
展
的
に
解
散

た
け
の
こ
祭
り（
６
月
５
日
）

大
館
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
解
散
式（
６
月
１５
日
）

発発

狙
い
を
定
め
て
シ
ュ
ー
ト
！

動動

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
６
月
１１
日
）

４９年の歴史に幕
田代町閉町式（６月１２日）

広報大館２００５．７．１

幕幕
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歯
科
医
院
へ
の
通

院
が
大
変
だ
と
い
う

か
た
に
、
歯
科
医
師

が
訪
問
診
療
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対

象
歯
科
受
診
が
困
難
で
、
歯
科
の
主
治

医
が
お
ら
ず
、
本
人
と
家
族
が
診
療

を
希
望
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
４０
歳

以
上
の
か
た

自
己
負
担
金

保
険
診
療
で
す
の
で
、
治
療
費
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
交
通
費

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
口
腔
清
掃
や

義
歯
の
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
の
、
日

常
の
歯
の
健
康
管
理
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
�
９
０
５
５

国国
保保
だだ
よよ
りり

保
健
師
が
、
個
別
に
健

康
へ
の
悩
み
や
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
健
康
手
帳

※
お
持
ち
で
な
い
か
た
に

は
差
し
上
げ
ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

�
４２
―
９
０
５
５

申
・
問難

病
療
育
相
談
会

秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
で

は
、
難
病
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
患
者

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
無
料
検
診

と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き
・
７
月
２４
日（
日
）１０
時
〜
１４
時

と
こ
ろ
・
鹿
角
地
域
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー（
鹿
角
市
花
輪
字
荒
田
１
�
１
）

対
象
と
な
る
疾
患

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
多
発
性
硬
化

症
な
ど
、
国
の
指
定
す
る
４５
の
特

定
疾
患
と
国
の
指
定
す
る
１０
の
小

児
慢
性
特
定
疾
患
。

※
人
工
透
析
患
者
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
も
含
む
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
（
秋
田
県
社
会
福

祉
会
館
３
階
）

�
０
１
８
�
８
２
３
�
６
２
３
３

申
・
問

こ
こ
ろ
の
健
康
教
室

う
つ
病
（
う
つ
状
態
）
は
、
ガ
ソ
リ

ン
切
れ
の
車
の
様
な
状
態
。
「
こ
こ
ろ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
補
給
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
う
つ
病
に
限
ら
ず
、
人
は
人

か
ら
「
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
も

ら
い
ま
す
。

上
手
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
の
仕
方

と
、
人
と
の
触
れ
合
い
方
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

と

き
・
７
月
２９
日
（
金
）

１３
時
３０
分
〜
１５
時

と
こ
ろ
・
上
川
沿
公
民
館

テ
ー
マ

こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
金
は
大
丈

夫
？
�
う
つ
病（
う
つ
状
態
）の
話
�

講

師
・
平
野
敬
之

（
市
立
総
合
病
院
神
経
精
神
科
部
長
）

※
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
�
９
０
５
５

問

会 場

保健センター

矢立公民館

下川沿公民館

比内総合支所

と き

１１日（月）

１５日（金）

２０日（水）

２９日（金）

他人の事をあれこれ考えて、
それに合わせていたのでは自分
を見失ってしまいます。他人は
他人、マイペースの生き方を考
えましょう。

音楽を聴くとか絵を描くとか、
あるいは碁、将棋、スポーツな
ど、没頭出来る趣味を持ちま
しょう。

仕事専一という働きバチでは
心の余裕は保てません。休日は
ゆっくりレジャーを楽しみ、疲
労の回復と気分転換を図りま
しょう。

睡眠は十分取り、毎日の疲労
を解きほぐしましょう。

困難、悲しみ、不安などに対
して、逃れることを考えないで、
正面からぶつかる心掛けが大切
です。時がすべてを癒やしてく
れることを忘れずに。

友人でも家族でも、何でも打
ち明けて心のわだかまりを話し
合える相手を持ちましょう。

過ちを犯してもくよくよしな
いで、次の機会にうまくやるこ
とを考え、自分の失策に自らほ
ほ笑みかけるゆとりを持ちま
しょう。

いくつかの小さな成功を収め、
ごく少しの大きな成功を狙うこ
とで自信を付けましょう。完全
主義は捨てましょう。

�広広報報大大館館２２００００５５．．７７．．１１

心の健康を保つ８ヵ条

心心のの健健康康
をを保保つつたためめにに

マイペースの生活を

趣味を持つ

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
歯
科
診
療

４

８

余暇を楽しむ

十分な睡眠をとる

３

７

困難に正面からぶつかる

話し合える相手を持つ

２

６

お近くの会場へ
談

７月の健康相談

※時間は１０時～１１時３０分です。

保健センターの

失敗にくよくよしない

完全主義を捨てる

相康健

１

５



胸
部
総
合
検
診
、
基
本
健
康
診
査
は

４０
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
で
す
。
皆
さ

ん
の
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

胸
部
総
合
検
診
の
内
容

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

※
当
日
は
、
金
具
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

付
い
た
下
着
を
着
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

か
く

・
喀
た
ん
検
査
（
容
器
の
配
布
）

※
問
診
で
血
た
ん
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
る
か
た
や
、
５０
歳
以
上
で
喫
煙
年

数
が
長
い
か
た
及
び
１
日
の
喫
煙
本

数
が
多
い
か
た
が
対
象
。
後
日
、
容

器
回
収
時
に
検
診
料
（
５
０
０
円
）

を
い
た
だ
き
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
の
内
容

身
体
測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

医
師
の
診
察
、
血
液
検
査
（
脂
質
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
貧
血
、
血
糖
）

心
電
図
、
眼
底
検
査

持
ち
物

健
康
手
帳
、
尿
を
入
れ
た
採
尿
ビ
ン

（
事
前
に
町
内
の
保
健
衛
生
推
進
員

が
配
布
し
ま
す
）、
自
己
負
担
金

自
己
負
担
金

・
胸
部
総
合
検
診

２
０
０
円

・
基
本
健
康
診
査

１
、
６
０
０
円

検
診
の
結
果

５
、
６
週
間
で
結
果
が
分
か
り
ま
す
。

胸
部
総
合
検
診
の
結
果
は
異
常
の
あ

か
く

る
か
た
の
み
に
、
喀
た
ん
検
査
と
基

本
健
康
診
査
の
結
果
は
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
配

布
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か

た
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

４０
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
で
す
。
健

康
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

検
診
内
容

問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

自
己
負
担
金

９
０
０
円

ご
注
意

・
妊
娠
し
て
い
る
か
た
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

・
前
日
の
夜
９
時
以
降
は
、
食
べ
物
、

水
、
た
ば
こ
な
ど
を
口
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

２０
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
す
。
保

険
証
、
健
康
手
帳
と
自
己
負
担
金
を
持

参
の
う
え
、
次
の
指
定
医
療
機
関
へ
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
ス
カ
ー
ト
を
着
用
す
る

か
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

検
診
期
間

７
月
４
日（
月
）〜
１６
日（
土
）

指
定
医
療
機
関

◎
診
察
時
間
内
は
い
つ
で
も
検
診
を
行

い
ま
す

・
石
塚
医
院

・
佐
藤
産
婦
人
科
医
院

◎
検
診
日
を
指
定
し
て
い
ま
す

・
市
立
総
合
病
院

７
月
５
、
６
、
７
、
１２
、
１３
、
１４
日

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

自
己
負
担
金

け
い

・
頚
部
が
ん
検
診

１
、
３
０
０
円

け
い

・
頚
部
が
ん
検
診
と
体
部
が
ん
検
診

１
、
８
０
０
円

※
体
部
が
ん
検
診
は
、
医
師
が
必
要
と

認
め
る
か
た
に
の
み
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
３
つ
の
検
診
で
、
自

己
負
担
金
が
無
料
に
な
る
か
た

�１
７０
歳
以
上
の
か
た

�２
７０
歳
未
満
の
老
人
医
療
受
給
者

（
受
給
者
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

�３
生
活
保
護
世
帯
の
か
た

�４
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

※
�３
�４
の
か
た
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

※
各
検
診
の
日
程
は
、
ペ
ー
ジ
左
の
日

程
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。※検診１・２のこの後の日程は、広報大館

８月１日号でお知らせします。

会 場
繋 沢 町 内 会 館
花 岡 体 育 館
大森団地集会所
十三森町内会館
姥 沢 町 内 会 館
神 山 町 内 会 館
二井山町内会館
花 岡 公 民 館
陣 場 町 内 会 館
長 走 町 内 会 館
松 原 町 内 会 館
寺の沢町内会館
中羽立町内会館
粕 田 町 内 会 館
岩 本 町 内 会 館
矢 立 公 民 館
葛 原 町 内 会 館
沢 尻 町 内 会 館
別 所 町 内 会 館
猿 間 町 内 会 館
曲 田 町 内 会 館
軽井沢２区町内会館
道目木町内会館
大 滝 集 会 所
浦 山 町 内 会 館
上新町町内会館
十 二 所 公 民 館

会 場
雪 沢 分 館
樹海の里ゆきさわ館
商人留町内会館
長面袋町内会館
川 口 町 内 会 館
御成町３丁目町内会館
別 所 町 内 会 館
十 二 所 公 民 館
中 山 町 内 会 館
秋田看護福祉大学
大館市保健センター
沼 館 温 泉 会 館
山神台町内会館

会 場
田代総合福祉センター（サンピア）
岩 瀬 公 民 館
西 公 民 館
越山コミュニティセンター
本 郷 公 民 館
岩野目コミュニティセンター
大野コミュニティセンター
山田コミュニティセンター
総合開発センター
総合開発センター

受付時間
１３：００～１３：１５
１４：００～１４：４５
１３：００～１４：００
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１４：１５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１３：３０
１４：００～１４：３０
１３：００～１３：３０
１４：１５～１５：１５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１４：４５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１５：１５
１３：００～１３：３０
１４：１５～１５：１５
１３：００～１３：１５
１３：４５～１４：４５
１３：００～１４：３０

受付時間
５：３０～６：００
６：４５～７：１５
６：００～６：２０
７：１０～８：００
６：３０～７：３０
６：００～８：００
５：３０～６：００
６：００～８：００
５：３０～６：３０
７：００～８：３０
６：００～８：００
６：００～８：００
６：００～８：００

受付時間
６：００～７：００
６：００～７：００
６：００～７：００
６：００～７：００
６：００～７：００
５：３０～６：００
７：３０～８：００
６：００～７：００
６：００～７：００
６：００～７：００

月 日

７月４日（月）

７月５日（火）

７月１１日（月）

７月１２日（火）

７月１３日（水）

７月１４日（木）

７月１５日（金）

７月１９日（火）

７月２０日（水）

７月２５日（月）

７月２６日（火）

７月２７日（水）

７月２８日（木）

７月２９日（金）

８月１日（月）

月 日

７月５日（火）

７月６日（水）

７月１２日（火）

７月１４日（木）

７月１９日（火）
７月２１日（木）
７月２６日（火）
＜田代地区＞
月 日
７月１３日（水）
７月１５日（金）
７月２０日（水）
７月２１日（木）
７月２５日（月）

７月２６日（火）

７月２７日（水）
８月２日（火）
８月３日（水）

検診１・２・３共に比内地区・田代地区の方々は、旧町で配布した日程表どおりに受診してください

定
期
問
保
健
セ
ン
タ
ー

�
４２
―
９
０
５
５

検診３

子
宮
が
ん
検
診

健
診

検診２

胃
が
ん
検
診

胸
部
総
合
検
診
と

基
本
健
康
診
査

検診１
胸部総合検診と基本健康診査

胃がん検診

日日 程程 表表

広報大館２００５．７．１

検診１

検診２

�



募

集

市
営
住
宅
・
定
住
化
住
宅

入
居
者

募
集
戸
数

市
営
住
宅

▽
第
２
獅
子
ヶ
森
住
宅
・
１
戸

▽
狐
台
住
宅
・
１
戸

▽
大
谷
地
住
宅
・
１
戸

定
住
化
住
宅

▽
早
口
定
住
化
住
宅
・
２
戸

住
宅
の
規
模
と
家
賃
（
月
額
）

・
第
２
獅
子
ヶ
森
住
宅

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
７
、１
０
０
円
〜
３
７
、５
０
０
円

・
狐
台
住
宅

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
８
、０
０
０
円
〜
３
９
、６
０
０
円

・
大
谷
地
住
宅

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
８
、５
０
０
円
〜
４
０
、５
０
０
円

・
早
口
定
住
化
住
宅

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

３
４
、
０
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
市
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
か
た
。
所
得
、
年
齢
な
ど
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。
定
住
化
住
宅
は
、

市
内
の
地
元
企
業
に
お
勤
め
の
か

た
で
、
電
磁
調
理
器
の
購
入
が
必

要
で
す
。
い
ず
れ
も
、
連
帯
保
証

人
（
２
人
）
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

７
月
４
日（
月
）〜
１４
日（
木
）

入
居
時
期
・
８
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
７
月
２０
日（
水
）１０
時

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
２
会
議
室

※
抽
選
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の

出
席
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
課
（
内
線
３
１
０
）

比
内
総
合
支
所
建
設
課

�
５５
―
１
１
１
３

田
代
総
合
支
所
建
設
課

�
５４
―
３
３
１
５

県
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数

▽
花
岡
改
良
住
宅
・
１
戸

住
宅
の
規
模
と
家
賃
（
月
額
）

２
４
、
３
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得
、

年
齢
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

連
帯
保
証
人（
１
人
）が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

７
月
４
日（
月
）〜
１５
日（
金
）

入
居
日
・
８
月
１
日

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
７
月
２２
日（
金
）１４
時

と
こ
ろ

県
大
館
地
区
総
合
事
務
所
会
議
室

（
片
山
町
３
丁
目
）

※
抽
選
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の

出
席
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

県
北
秋
田
地
域
振
興
局

�
０
１
８
６
―
６３
―
２
５
３
１

調
理
員
養
成
講
習
会
参
加
者

（
母
子
家
庭
の
母
、寡
婦
対
象
）

と

き
７
月
２９
日（
金
）、３１
日（
日
）、

８
月
２
日（
火
）

と
こ
ろ

サ
ン
ク
レ
ア
大
館（
有
浦
１
丁
目
）

内

容
衛
生
関
係
法
規
、公
衆
衛
生
学
ほ
か

定

員
・
２０
人（
先
着
順
）

受
け
付
け
開
始
・
７
月
１
日（
金
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス

ト
代
７
５
０
円
が
必
要
で
す
。

県
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
１
８
―
８
９
６
―
１
５
３
１

小
柄
沢
墓
園
墓
地

使
用
申
し
込
み

募
集
区
画

□
規
制
墓
地
・
４
区
画

□
普
通
墓
地
・
１
区
画

永
代
使
用
料

２２
万
円
〜
３６
万
円
（
他
に
管
理
手

数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

対

象
市
内
に
住
所
か
本
籍
地
が
あ
る
か

た
。
（
同
一
世
帯
に
他
の
市
営
墓

地
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
か
た
が

い
な
い
こ
と
）

募
集
期
間

７
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
）

◎
申
し
込
み
が
募
集
区
画
数
を
超
え

た
場
合
は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま

す
。

と

き
・
７
月
１３
日（
水
）９
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

※
十
瀬
野
公
園
墓
地
、
小
森
山
墓
地

公
園
、
田
代
墓
地
公
園
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
（
内
線
２
４
７
）

平
成
・
私
が
お
薦
め
す
る

秋
田
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
３０

応
募
方
法

は
が
き
（
公
社
製
、
私
製
を
問
わ

ず
）
に
県
内
の
推
薦
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
１
カ
所
（
期
間
限
定
の
行

事
を
除
き
ま
す
）
と
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
し
、

〒
０
１
０
―
８
７
９
９

秋
田
中

央
郵
便
局「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
３０
」事

務
局
あ
て
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
何
枚
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

締
め
切
り

８
月
３１
日（
水
）
当
日
消
印
有
効

※
１
位
か
ら
１０
位
ま
で
を
「
ふ
る
さ

と
絵
は
が
き
」
と
し
て
県
内
の
郵

便
局
で
販
売
し
ま
す
（
平
成
１８
年

１
月
以
降
を
予
定
）。

お
近
く
の
郵
便
局

そ

の

他

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

７
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
１

期
と
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
期
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

収
納
課
（
内
線
２
２
５
）

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問問

申し込み先など
受け付けは、７月４日
（月）８時３０分から。
中央公民館
�４２―４３６９
受け付けは、７月１日
（金）～１１日（月）
地域職業訓練セン
ター�４３―５８１７

定員

３０人
（先着順）

２０人
（選考）

費 用 ・ 持 ち 物 な ど
中学生以上のかたが対象。自動体
外式除細動器の使用法など。修了
者には上級救命修了証を交付しま
す。参加料は無料です。

関数やグラフ、ピポットテーブル
の作成、マクロ機能などを習得し
ます。受講 料（３，０００円）、材 料 費
（２，１００円）

ところ

消防本部
２階講堂

地域職業
訓 練
センター
（有浦１丁目）

と き

８月２日（火）、３日（水）
１３時～１７時

７月２０日（水）、２２日（金）、
２５日（月）、２７日（水）、２９日
（金）、８月１日（月）
１８時３０分～２１時

講 座 名

上級救急救命講座
（全２回）

エクセル２００３応用
（全６回）

�広報大館２００５．７．１

市 役 所
�４９－３１１１お知らせ

■ 参加者募集



調

理

師

試

験

と

き
・
８
月
２４
日（
水
）

と
こ
ろ
・
県
庁
ほ
か

締
め
切
り
・
７
月
８
日（
金
）

大
館
保
健
所
�
５２
―
３
９
５
２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

来
春
の
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
求

人
の
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
優
秀
な
人
材
確
保
と

若
者
の
地
元
定
着
の
た
め
、
学
卒
求

人
の
早
期
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
館

�
４２
―
２
５
３
１

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

で
、
ま
だ
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な

い
か
た
は
、
至
急
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
課
（
内
線
４
０
８
）

国
際
交
流
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

海
外
に
出
掛
け
、
外
国
人
と
交
流

す
る
か
た
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
観
光
な
ど
の
目
的
や
留
学
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額

渡
航
費
、宿
泊
費
、受
講
料
な
ど
の

経
費
の
３
分
の
１

企
画
振
興
課
（
内
線
２
６
９
）

ま
ち
づ
く
り
団
体
へ

事
業
費
を
補
助
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
団
体
の
自
主
的
な
事

業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額

補
助
対
象
事
業
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
２０
万
円
）

企
画
振
興
課
（
内
線
２
６
９
）

警
察
官
採
用
試
験
Ｂ
区
分

（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

昭
和
５１
年
４
月
２
日
か
ら
６３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

受
付
期
間

７
月
１９
日（
火
）〜
８
月
５
日（
金
）

第
１
次
試
験
日

９
月
１７
日（
土
）、
１８
日（
日
）

第
２
次
試
験
日

１０
月
下
旬

※
試
験
会
場
は
い
ず
れ
も
秋
田
市

大
館
警
察
署
�
４２
―
４
１
１
１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

７
月
１９
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農

業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
を
行
い

ま
す
。
投
票
で
き
る
か
た
は
、
３
月

３１
日
確
定
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で

す
。

告

示
・
７
月
３
日（
日
）

投
票
日
時

７
月
１０
日
（
日
）
７
時
〜
１８
時（
一

部
投
票
所
は
、
１７
時
３０
分
ま
で
）

※
立
候
補
者
数
が
当
該
選
挙
区
の
定

数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
投
票
を

行
い
ま
せ
ん
。

※
投
票
が
行
わ
れ
る
選
挙
区
の
か
た

に
は
、
投
票
入
場
券
を
郵
送
し
ま

す
。

選
挙
管
理
委
員
会（
内
線
２
９
７
）

外
国
人
の
皆
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

�
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
大
町
）

と

き
・
毎
週
水
曜
日
１０
時
〜
１２
時

�
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
（
早
口
）

と

き
・
毎
週
月
曜
日

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

参
加
料
・
無
料

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

と

き

�
毎
週
水
曜
日
１０
時
〜
１５
時

�
０
９
０
―
４
３
１
９
―
３
６
９
５

（
サ
ポ
ー
タ
ー

小
林
さ
ん
）

�
毎
週
金
曜
日
１０
時
〜
１５
時

�
０
９
０
―
３
６
４
２
―
６
４
２
８

（
サ
ポ
ー
タ
ー

高
橋
さ
ん
）

申
・
問

問

日 程
７月２７日（水） 親子ダンス（ヒップポップ）
７月２９日（金） 映画鑑賞
８月３日（水） 親子ダンス

（よさこい）
※いずれも１０時から１２時
ところ・中央公民館
対 象・小学低学年の児童と

その保護者
定 員・２０組（先着順）
受講料・無料
受け付け開始・７月５日（火） ８時３０分

と き・７月３０日（土）１０時～１１時３０分
ところ・郷土博物館
対 象・小学生（保護者も参加可能）
定 員・２４組（先着順）
内 容・クリップモーターつくり
持ち物・筆記用具
参加料・３００円（材料費）
受け付け開始・７月５日（火） ８時３０分

と き・７月３０日（土）
９時３０分～１１時３０分

ところ・北部シルバーエリアコ
ミュニティセンター

対 象・小学生以上の児童とそ
の保護者

定 員・２０人
受付期間・７月５日（火）～

９日（土）
持ち物・エプロン、タオル
参加料・４００円（材料費）
※応募者多数の場合は、公開抽選を行います。
と き・７月１０日（日）１１時
ところ・北部シルバーエリアコミュニティセンター

岩神ふれあいの森への車両は規制していますが、
体が不自由なかたなど必要が生じた場合は申請
してください。 申・問 農林課（内線２０８）

問申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

十二所地区 奈良政商店（下町）粗大ごみ証紙販売店の追加

みんなで一緒にレッツダンス！

「夏休み親子スクール」受講生募集
申・問 中央公民館�４２－４３６９

申・問 北部シルバーエリアコミュニティセンター
�４７－７０７０

親子で焼き物に触れてみませんか

「親子陶芸教室」参加者募集

「こども科学教室」受講生募集
申・問 郷土博物館�４８－２１１９

楽しい科学の実験です

広報大館２００５．７．１�



…………………………………………

…………………………………………

大
館
市
の
介
護
保
険
制
度
は
、
市
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
４０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
被
保

険
者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
公
費
が
財
源
で
、
お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
か
た
が
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

加
入
者

〇
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上
の
か
た
）

保
険
料
は
、
市
が
徴
収
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
出
来
る
の
は
、
介

護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合
で
す
（
ど
ん

な
病
気
や
け
が
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
か
は
、
問
わ
れ
ま
せ
ん
）。

〇
第
２
号
被
保
険
者
（
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
か
た
）

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

医
療
保
険
と
一
括
し
て
納
め
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
出
来
る
の
は
、
認

知
症
な
ど
老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
に
よ

り
、
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合
で
す
。

保
険
料
の
納
め
方

〇
特
別
徴
収

老
齢
・
退
職
年
金
が
月
額
１
５
、
０
０
０
円
（
年
額
１８
万
円
）
以

上
の
か
た
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

〇
普
通
徴
収

直
接
、
納
付
書
で
個
別
に
市
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

保
険
料
の
決
め
方

第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
市
が
介
護
保
険

を
運
営
す
る
た
め
に
掛
か

る
費
用
（
利
用
者
負
担
分

を
除
く
）
に
応
じ
て
、
基

準
額
を
決
め
ま
す
。

１７
年
度
の
保
険
料
は
旧
市
町
単
位
で

介
護
保
険
制
度
の
運
営
の
基
本
と
な
る
考
え
方
を

定
め
た
も
の
を
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
と
言
い
、

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
ま
で
の
３
年
間
は
「
第

２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
い
て
保
険
料
が

算
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
１７
年
度
は
、
合
併
前
の

旧
市
町
単
位
の
保
険
料
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
１８
年
度

か
ら
始
ま
る
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
で
は
、

保
険
料
は
統
一
さ
れ
ま
す
）。

ま
た
、
保
険
料
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
得
金
額

や
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
で
算
定
さ
れ
、
所
得
段

階
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月
１
日
現
在
の
住

所
に
基
づ
き
、
基
準
額
が
区
分
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

合
併
前
の
旧
市
町
単
位
内
で
の
住
所
地
特
例
者
は
、

こ
れ
ま
で
の
旧
市
町
保
険
料
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

※住所地特例
６５歳以上の第１号被保険者が、特別養護老人ホームなどの施設に入所して住
所を変更した場合、入所前に住んでいた市区町村が保険料を徴収します。これ
は、施設が集中している市区町村の保険料が高額になるのを抑えるためです。

第５段階

本人が住民
税課税で合
計所得金額
が２００万円
以上

７３，７６３円

基準額
×１．６６

６２，１００円

基準額
×１．５

５９，４００円

基準額
×１．５

第４段階

本人が住民
税課税で合
計所得金額
が２００万円
未満

６０，４３２円

基準額
×１．３６

５１，７５０円

基準額
×１．２５

４９，５００円

基準額
×１．２５

第３段階

本人が住民
税非課税

４４，４３６円

基準額

４１，４００円

基準額

３９，６００円

基準額

第２段階

世帯全員が
住民税非課
税

２８，８８３円

基準額
×０．６５

３１，０５０円

基準額
×０．７５

２９，７００円

基準額
×０．７５

第１段階

生活保護の
受給者、老
齢福祉年金
受給者で世
帯全員が住
民税非課税

１７，７７４円

基準額
×０．４

２０，７００円

基準額
×０．５

１９，８００円

基準額
×０．５

段階

大
館
市

旧
比
内
町

旧
田
代
町

平
成
１５
〜
１７
年
度
保
険
料
率
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度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
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保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
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併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併
前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
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額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

問
長
寿
支
援
課（
内
線
４
０
２
）

６５歳以上のかた（第１号被保険者）の保険料

大館市の介護保険制度の運営に掛か
る費用のうち、第１号被保険者負担分

第１号被保険者数
＝介護保険料

基 準 額
（年額）



開 館 時 間・平日 ９時３０分～１８時
土曜・日曜 ９時３０分～１７時１５分

７ 月 の 休 館 日・１０日（日）、１８日（月）、２８日（木）
７月のテーマ図書・『夏を楽しく過ごす』
母と子の絵本を楽しむ会・１日（金）１０時３０分

司書のおすすめ 『悲しい本』

この本は、最愛の息子を失った
１人の男の独白でつづられていま
す。愛する者の死がもたらす悲し
みを、徹底して見つめる中から浮
かび上がる、命あるものへの慈し
みと深い慰め。作者は、国際アン
デルセン大賞など多くの賞を受賞。
大人にもお薦めの絵本です。

著 者
末 永 蒼 生
宮 原 隆 志
石 川 英 輔
新 潮 社
斎 藤 隆 浩
小 宮 信 夫
田 沼 武 能
正 岡 哲
佐 橋 慶 女
笠 原 淳 子
橋 田 裕 司
加 藤 恵津子
曽 野 綾 子
山 本 音 也
山 崎 豊 子
佐々木 幸 綱
田 辺 聖 子
世 界 文 化 社
平 岩 弓 枝
恩 田 陸
酒 井 駒 子
得 田 之 久
上 橋 菜穂子
元 永 定 正
藤 原 正 彦
折 原 み と

図 書 名
自分力を高める色彩心理レッスン
父さん母さん僕がいるよ
大江戸開府四百年事情
養老先生と遊ぶ
部下をグッと魅きつける上司の条件
親子で実践！ 犯罪・危険・事故回避マニュアル
難民キャンプの子どもたち
子どもに愛はいらない
セカンド・ステージの達人たち
コンテナ・ガーデン
うれしい手づくりのあかり
〈お茶〉はなぜ女のものになったか
哀 歌 上、下
抱き桜
山崎豊子全集 第１７巻
芭蕉の言葉
田辺聖子全集 第１５巻
やきものを楽しむ旅
小判商人
青に捧げる悪夢
よるくま
ぼく、だんごむし
蒼路の旅人
ころころころ
世にも美しい数学入門
永遠の夏休み

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

と こ ろ

大館市役所〈成分〉

扇田 東北電力大館技術センター

いとく比内店

市立扇田病院

比内養護学校

大田面 ダスキン大館支店

芦田子 大館園

マックスバリュ釈迦内店

秋北ホテル

東光鉄工�本宮工場
餌釣 戸田鉄工�
秋田労災病院

田代総合支所〈成分〉

と き

９：００～１２：１５

１３：００～１５：３０

９：００～１０：１５

１０：４５～１２：３０

１３：４５～１５：００

１５：３０～１７：００

９：００～９：４０

１０：１０～１１：００

１２：３０～１４：３０

１５：００～１６：３０

９：００～１０：３０

１１：００～１２：００

１３：４０～１５：３０

９：００～１２：１５

１３：００～１５：３０

５日（火）

１２日（火）

２１日（木）

２２日（金）

２９日（金）

会 場 ・ 電 話 番 号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

少年相談センター（中央公民館内）
０１２０－１１０６２４

教育研究所（中央公民館内）
�４３－２２０８

市 役 所 市 民 相 談 室
（内線２１４）

７月の国税相談はお休みします。
市 役 所 会 議 室
（次回は８／３）（内線２４７）
比内公民館（予約は比内総合
支所福祉環境課�５５－１１１５）
総合福祉センター（三の丸）
（予約は社会福祉協議会 �４２－８１０１）
田代総合福祉センター（サンピア）
（予約は社会福祉協議会田代事務所 �５４－３１７３）
総合福祉センター（三の丸）
釈 迦 内 公 民 館
構造改善センター（水無）
総合福祉センター（三の丸）
田代総合福祉センター（サンピア）
上 川 沿 公 民 館
高齢者・若者センター（大�）
下 川 沿 公 民 館
田代総合福祉センター（サンピア）
真 中 公 民 館
比 内 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：００～１５：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

９：３０～１２：００
（予約制）
９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）
１３：３０～１５：３０
（予約制）

１０：００～１３：００

１３：３０～１５：３０
１０：００～１３：００
１３：００～１６：００
１０：００～１３：００
１３：３０～１５：３０
１０：００～１３：００
１３：００～１６：００
１０：００～１３：００
１３：３０～１５：３０

９：００～１６：００

と き

毎 週
月～木
毎 週
月～金
毎 週
月～金

１３日（水）

６日（水）

２９日（金）

２８日（木）

４日（月）

１日（金）
６日（水）
１１日（月）

１２日（火）

１５日（金）
１９日（火）
２１日（木）
２６日（火）
２７日（水）
２８日（木）
毎週月・
火・木・金

相談内容

年 金

非行、いじ
め、子育て

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

マイケル・ローゼン あかね書房

中央図書館 �４２－２５２５

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

成分献血は予約制
大館保健所�５２－３９５５

あなたの思いやりを に献血

月７７

私の本棚

血献相談は無料です
お気軽に

ご相談ください
月７７

広広報報大大館館２２００００５５．．７７．．１１

談相

�






